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カルデラ形成噴火に至るマグマ供給システムの

進化過程は,カ ルデラ形成噴火の発生メカニズム

の解明や長期噴火予測のため重要な研究対象であ

る(小 林 ・他.2010).姶 良カルデラ火山の10万

年前から現在までに活動 した火山噴出物の化学組

成の変化を調べたところ,3つ のマグマ活励サイ

クルが認められたので,こ れを報告する.最 初の

2つ のサイクルはマフィックなマグマの活動から

始まり,最 後に珪長質なマグマを大量に噴出する

巨大噴火で終わった.現 在の桜島火山の活動は,

マグマの組成が第1.第2サ イクル とは明瞭に異

なっているので,第3サ イクルに入 っていると考

えられる.

1.は じ め に

多 くのカルデラ形成噴火の直前には,マ グマ噴

出量に比例して長い活動休止期がある.こ の期間

は噴火をもたらすマグマの蓄積期間であると考え

られる(高 橋.1995).こ のマグマ蓄積期間のマグ

マ供給システムの諸過程は,噴 火直前の噴出物が

あまり存在 しないため.解 明が進んでいない.筆

者らは長岡 ・他(2001)の 仕事に重要な手がかり

を見っけて,2006年 に姶良カルデラ火山の直前噴

出物の岩石学的,地 球化学的研究を始め.成 果の

一部を公褒してきた(Sekiguchi ,etal.,2007,2008

など).大 隅降下軽石,妻 屋火砕流堆積物,亀 割坂

角礫層,入 戸火砕流堆積物,AT火 山灰の一連の噴

出物で特徴付けられる姶良火砕噴火(29ka.500

km3;奥 野,2002,Aramaki,1984,町 田 。新井,

2003)の 場合,そ の直前,特 に約5千 ～2千 年前

の期間 に頻繁に小規模 な爆発的噴火を起こして

いる(長 岡・他,2001).こ の期間の噴出物は,カ

ルデラ形成噴火に至るまでのマグマ溜り内の重要

な情報を提供すると思われる.本 研究では.こ れ

らを含めて過去10万 年間の噴出物にっいて岩石

記載,全 岩化学組成分析,鉱 物組成分析を行い.

カルデラ形成直前までのマグマ活動の変遷と直前

のマグマの化学組成について考察した.

月 刊 地 球 ノVol,36,No,8,2014







600
図4姶良火山におけるマグマの積算畷出量と

マグマ組成の時間変化.●,○(岩戸),△(姶良)．
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というサイクルが2つ見られる．福山降下軽石噴

火の準備期間はM→Flの第1サイクル，姶良火

砕喧火の準備期間は.M→F2の第2サイクルであ

ると考えられる．第2サイクルにおいては，姶良

火砕噴火を起こしたF2マグマが，その3万年前に

既に存在していた（岩戸テフラの軽石）ことは注

目に値する．

桜島火山は姶良火砕噴火の後，短い休止期間を

挟んで2.6万年前から2.4万年前頃まで活動をした

ことが，テフラやボーリングコアによって確認さ

れ，古期北岳の活動に分類されている（宇都･他，

2005；小林・他，2013)．この時期の溶岩は有史

(<2ka)の桜島溶岩と似通った組成を持つと報告

されている（宇都・他．2005；宮坂・他，2013)．

すなわち抄論のF3グループに分類できる．

その後1．1万年の休止期間を挟んで．13kaから

現在まで活動中の桜島溶岩(F3)も化学組成が第

1サイクルや第2サイクルの珪長質マグマ(Fl.

F2)と異なっている（図3).従って．姶良火山の

マグマ供給系は，姶良火砕噴火後.26kaから第3

サイクルの活動に移行したと解釈できる．

細かく見ると．古期北岳(26-24ka)は高耐-p

F3グループレ新期北岳(13～Ska).古期南岳(4ka,

3ka)は低Ti-PF3グループ，新期南岳溶岩（歴史

時代）は再び高Ti-PF3グループという，マグマ

組成の時間変化が認められる．また24～13kaの

北岳～南岳の火山活動休止期に高野ベースサージ

(19ka)と新島（燃島）火砕流(16ka)が起こっ

たが，両者とも姶良火砕噴火の産物と組成が似て

いること，すなわちF2グループの組成に似たマ

グマを噴出したことが知られている（小林・他，

2013)．

第3サイクルでは，第1，第2サイクルで見ら

れたようなM→Fというマグマ活動の変遷は明瞭

ではない.F3グループの組成変化幅は前述した

ように正確にはマグマ混合の結果できたものであ

る．従って．Mマグマの注入が絶え間なく起こっ

ているという点においては．まだMステージであ

るという解釈も可能である．

桜島火山（北岳～南岳）活動の休止期にF2グ

ループに似た組成のマグマが噴出していることは

非常に興味深い現象である．第2サイクルから第

3サイクルに移行して．マグマ供給系が変わり．

F3グループのマグマが噴出するようになったが．

306










